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定
住
自
立
圏
は
、
中
心
市
と
関

係
町
村
が
連
携
し
、
人
口
定
住
に

必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
学
識
経
験
者
や
各
分

野
に
関
係
す
る
圏
域
の
住
民
の
か

た
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
委
員
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
策
定
し
ま
し
た
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
定
め
る
具
体

的
取
り
組
み
は
、「
生
活
機
能
の

強
化
」「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
」「
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
強
化
」
の
３
つ
の
柱
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
医

療
や
福
祉
、
地
域
公
共
交
通
な
ど

の
分
野
ご
と
に
合
計
30
事
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
（
６
・
７
ペ
ー

ジ
参
照
）。

　

事
業
の
実
施
は
、
中
心
市
（
十

和
田
市
、
三
沢
市
）
と
そ
の
事
業

に
関
連
す
る
町
村
が
取
り
組
み
ま

す
。
期
間
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
毎
年

度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
は
、
10

年
、
20
年
先
を
見
据
え
た
取
り
組

み
で
す
。
上
十
三
・
十
和
田
湖
広

域
定
住
自
立
圏
は
、「
で
き
る
こ

と
か
ら
着
実
に
」
を
合
言
葉
に
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

圏
域
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

特集
上十三・十和田湖広域定住自立圏共生ビジョン策定

定住圏スタート
　地方圏で進む深刻な人口減少、少子高齢化。これに対応するためには、市町村の枠を超え
て、「圏域」として連携し、生活機能を確保することが求められます。十和田市と三沢市を
中心市として形成された「上十三・十和田湖広域定住自立圏」は、平成25年３月に圏域の
将来像や具体的取り組みについてまとめた「共生ビジョン」を策定しました。将来も安心し
て住み続けられる地域をつくるために、圏域が一体となってスタートラインに立ちました。

特集　上十三・十和田湖広域定住自立圏共生ビジョン策定
定住圏スタート

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
。
今

後
の
日
本
社
会
に
突
き
付
け
ら
れ

た
現
実
。
十
和
田
市
で
も
人
口
減

少
が
進
み
、
平
成
25
年
３
月
末
に

は
６
万
５
千
人
を
下
回
り
ま
し
た

（
左
記
表
参
照
）。

市
町
村
連
携
の
カ
タ
チ

定
住
自
立
圏
構
想

　

特
に
地
方
圏
で
こ
の
流
れ
は
顕

著
に
表
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
は

平
成
20
年
、
市
町
村
が
連
携
し
て

取
り
組
む
広
域
行
政
の
カ
タ
チ

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
推
進
を

始
め
ま
し
た
。

　

十
和
田
市
で
は
、
三
沢
市
と

共
同
で
中
心
市
を
結
成
し
、
関

係
町
村
と
、
平
成
24
年
に
「
上

十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自
立

圏
」
を
形
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
３
月
、
圏
域
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
「
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

十和田市住民基本台帳人口の推移
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上十三地域広域市町村圏協議会（以下「協議会」）で検討
平成
22年

02.18 協議会市町村長会議で定住自立圏構想について検討するこ
とを決定

07.14 定住自立圏構想担当者会議を開催
平成
23年

02.07 協議会市町村長会議で定住自立圏構想推進を決定
関係市町村の提案を募り、具体的な連携事項の検討を開始

平成
24年

03.29 十和田市と三沢市による共同中心市宣言
06 秋田県小坂町が県境を越え圏域に参加
07 おいらせ町（八戸圏域にも属する）が圏域に参加
07.27 第１回定住自立圏構想関係市町村長会議

10 市町村での構想推進および協定内容について市町村長
間で合意

09 各圏域市町村で協定の締結に関し議決
10.04 上十三・十和田湖広域定住自立圏形成協定 合同調印式

平成
25年

02 共生ビジョン懇談会を開催
03.28 第２回定住自立圏構想関係市町村長会議

共生ビジョンを策定

上十三・十和田湖広域定住自立圏の歩み

　十和田市と三沢市を中心市とした上十三地域、
十和田湖に接する秋田県小坂町、八戸圏域定住
自立圏と重複するおいらせ町が加わった圏域。
青森・秋田の両県にまたがり、三沢空港や新幹
線七戸十和田駅などの高速交通拠点、豊かな自
然や特産品に恵まれ、特色ある観光資源にあふ
れています。

上十三・十和田湖広域定住自立圏
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